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 早いもので、中学校生活の最初の一年が終わろうとしています。令和７年度入学生として、期待と不安を胸に校門をくぐっ 

た生徒たち。私たちはこの一年、学年ネームを「～そよ風
か ぜ

蕣
しゅん

花
か

～ All Smile 学年」、学年目標を「和」と掲げ、歩んできまし

た。

振り返れば、日々の生活や行事の各所で、生徒たちのまぶしいほどの笑顔をたくさん見ることができた１年でした。 

「あたりまえ」を積み重ねた成長の跡 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度へのステップアップに向けて 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

保護者の皆様へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年３月１３日（金) 

印西市立印旛中学校  

１学年通信 ＃最終号 

この１年、生徒たちは３つの具体的な目標に向かって努力を続けてきました。 

1. 気配り・心配りを大切に、時と場に応じた態度をとること 

2. 決まりを守り、自分の仕事に責任を持つこと 

3. 何事にも精一杯取り組み、互いの良さや違いを認め合うこと 

「あたりまえのことを、あたりまえに」。言葉にすれば簡単ですが、それを毎日継続し、さらには主体的に取り組む姿が多く見

られました。特に、委員会や行事でリーダーを務めた生徒たちの活躍は目覚ましく、「自分たちで考え、行動する」という中学

生としての頼もしさを強く感じさせてくれました。 

一方で、収穫とともに課題も見えた一年でした。着実に成

長している反面、どこか「失敗を恐れて、思い切った選択や行

動をためらってしまう」という場面もいくつか見受けられました。

失敗は、次への大きな糧となります。来年度は、この安定感

を土台にしつつ、「失敗を恐れず挑戦する勇気」をさらに引

き出していきたいと考えています。中堅学年となる２年生で

は、よりダイナミックな飛躍を期待しています。 

 

生徒たちが一年間、安心して学校生活を送り、

笑顔で過ごすことができたのは、何よりも保護者

の皆様の温かいサポートがあったからこそです。

日々の体調管理から学校行事へのご理解、ご協

力まで、多大なるご支援をいただきましたことに、

学年スタッフ一同、心より感謝申し上げます。本当

にありがとうございました。 

４月からは、いよいよ後輩を迎えて先輩となりま

す。引き続き、生徒たちの成長をともに見守ってい

ただければ幸いです。来年度もどうぞよろしくお願

いいたします。 

 



 中学校での授業や学習に慣れてきた様子が見られました。小学校に比べると、学習量が多くなり、内容も難しくな

ってきていますが、それを理解しようと熱心に取り組む姿もたくさん見ることができました。時には、級友に教えてもら

ったり、問題を出し合ったり、あーでもないこーでもないと議論を交わしたりしていました。春休みですが、１年生の復

習をしておくと、２年生の学習にスムーズに入れたり、少し余裕を持てたりします。各教科の教科書をすべて読み返す

のは大変なので、これまで受験した４回の定期テストをもう一度解いて、覚えているかできているか確認したり、教科

によっては、章末に問題があるのでその問題を解いたりするのもよいと思います。小さな積み重ねが未来を作り、助

けてくれます。 

 

【学年職員から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習面について（Ｙ教諭）】 

 

 

 

 

 

 

 

学年主任 Ｍ．Ｋ．先生 

印旛中でのいろいろな「はじめて」を皆さんと一緒に共有できて幸せでした。この一年で学んだこと、身についたこ

と、失敗したこと、お世話になった先生方、そして「仲間」は、皆さんにとって一生の宝物になると思います。どうか大切

に。一年間ありがとうございました。来年度の皆さんにも期待しています。 

 

A組担任 Ｙ．Ｓ． 先生 

一年間ありがとうございました入学した４月には、まだ幼さが残っていたのに顔つきが大人に一歩近づいたように感

じます。笑顔あり、笑いあり、ときに苦しさやつらさもあった一年だったのではないでしょうか。自分に起きたすべてのこ

とが、成長につながっています。2年生では、どんなことが待っているのでしょう。さらなる成長を期待しています。 

 

Ｂ組担任 Ｓ．Ｋ． 先生 

一年間ありがとうございました。今年は様々な出来事がありましたね。今年度を振り返り、自分で「これだけは頑張っ

た」と胸を張って言えることはありますか。小さなことでも構いません。来年度はぜひ一つ目標をもち、挑戦を続けてほし

いと思います。そして何より、楽しむ気持ちを忘れずに歩んでいきましょう。 

 

 
C組担任 Ｓ．Ｍ． 先生 

一年間ありがとうございました。学年通信第１号に「いろいろなことに挑戦し、自らを成長させる一年間にしていきま

しょう！」と記入しましたが、お子様にとっては、どのような一年だったでしょうか。様々なことに挑戦し、一生懸命に取り

組んだ生徒たちであれば、次のステージでも大きく羽ばたけるはずです。来年度の、「先輩」としての皆さんの活躍を期

待しています。 

 

副担任 Ｓ．Ｒ． 先生 

一年間ありがとうございました。私にとって皆さんとの一年間は全て、輝かしく、面白く、刺激的でした。久しぶりの中

学生との美術の授業、緊張しながらの毎日でしたが、皆さんも初めての中学校生活。一緒に毎日の生活に慣れながら

歩めたのが本当に幸せでした。もうすぐ先輩、と呼ばれますね。素敵な２年生の先輩になってください。 

 

大空担任 Ｍ．Ｈ．先生 

今年度一年間ありがとうございました。生徒の皆さんは学習面や行事の面でとても大きな力を発揮し、課題に対して

自然と集まり、協力して解決しようとする姿や困っている生徒に声をかけ、手を差し伸べる姿も見られ成長を大きく感じ

させてくれました。学年目標でもある「和」を忘れずに次の２年生でも活躍を願っています。 

 



 １学期、２学期、そして３学期を通じて、中学校生活にも慣れてきたのか様々な場面で「自分たちで○○していこ

う！！」という意思が見られるようになってきました。特に３学期には、予餞会準備を通じて、各係において「言われた

こと＆自分のこと＋α」をやってくれる人が増加し、その「＋α」があったからこそ予餞会が大成功に終わり、成長が

見られた一年間を締めくくることができました。来年度はいよいよ「先輩」になります。後輩の見本となる「先輩」に

なれるように、まずは、その場に適した思いやりのある行動をとれるようになることが大切です。そのためにも、参考

になる「先輩」を見つけられると良いです。その機会として、部活動やクラブ活動、地域の行事などが挙げられます。

それらの経験を通じて、「こんな人になりたい！」という人を見つける、そしてその姿を真似していく、それは、成長の

ための大きな一歩です。春休みは、今後につながる様々な経験を積む期間にしていただけるとよいのではないでし

ょうか。 

 

【生活面について（Ｓ教諭）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【連絡】 
１．家庭環境調査票・災害時緊急引き渡しカードについて 
 

 

 

 

 

 

２．３月２６日（木）離任式について 

３．４月７日（火） 令和８年度始業式について（仮） 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登校完了 

朝の会 

清掃 

休憩・入場 

歌練習 

離任式 

帰りの会（机・椅子の移動） 

８：０５ 

８：１０～８：２０ 

８：２５～８：４０ 

８：４０～９：００ 

９：００～９：１５ 

９：２０～１０：００ 

１０：１５～１０：４０ 

○式典につき制服（学ラン・セーラー服）登校

になります 

○持ち物 

上履き ジャージ（清掃があります） 

 

  ３月２４日（火）にお子様を通じて、目隠しファイルに入れて、一度返却いたします。来年度も使用させていただきま

す。来年度用に、訂正があれば赤字で記入してください。４月７日（火）始業式の日に再度

回収いたします。ご協力をお願いいたします。 

 

【内容】 

朝清掃、着任式・始業式、新クラス発表、教科書配付、入学式準備・練習 

【始業式の持ち物】 

□筆記用具（ネームペン含む）    □色鉛筆   □ジャージ（体操服・ハーフパンツ）   □上履き   

□家庭環境調査票・災害時緊急引き渡しカード（目隠しファイルに入れて持たせてください） 

□防災頭巾 

□次の①～③のうちいずれかを選択 

＜①ぞうきん２枚（記名不要）  ②BOXティッシュ２箱  ③ぞうきん１枚＋BOXティッシュ 1箱＞ 

※新年度の始業式につきまして、詳細な日程や当日の動きなどは、改めてお子様を通じて、または学校連絡メールや

「スクリレ」にて配信いたします。 

なお、現在お伝えしている内容は暫定的なものであり、準備の都合や諸事情により変更が生じる可能性がござい

ます。あらかじめご了承いただけますようお願い申し上げます。 

 

 


